
Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

140 一

大東亜共栄圏建設と占領 ドの 中国教会合同

松 谷 洋 介 （曄 介）

　序

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ね つ か　　　 　　　　　　　　　 し み す やう ぞ う

　口中戦争期の 中国大陸に おける， 大連西 広場教会や熱河伝道， また清水安
一
三

　 す うて いが くえん

の 崇貞学 園に つ い て は比 較 的 よ く知 られ て い るが ，北京 や 上 海， 南 京等にお け

る多 くの 目本人教 会 と日本人牧師の 存在 はあ ま り知 られ て い な い
。 ま して や ，

戦時期 に TH 本の 教会が 中国教会 とどの よ うな関係 に あ っ たの か とい う研究は

皆無 とい っ て も過 占で は ない
。 日本 の 教会 と朝鮮 半島や 台湾 との 関わ りに関す

る妍 究
，

また満 州地 域 だ け に 限 っ た研 究 は既 に な され て い るが
， 当時の 中国教

会 との 関 わ りは r
’
忘 れ 去 られ た空 白の 歴 史」で ある よ うに思 われ る 。

　本稿 で は， 戦 時期 に 日本政府や 日本の 教 会 の 関 与の もとに推 し進 め られ た 中

国教会 合 同に焦 点 をあ て ， 大束亜共栄 圏建 設 とい う文脈 の 中で ， その 全体像 を

考察 して い きた い
。

第一 章　中国プロ テス タン ト史概略
D （1807 年

一1937 年）

　第
一 節 　欧米宣教団体に よる 伝道

　 中国 プ ロ テ ス タ ン ト史 は
，

1807年 に 来華 した ロ ン ドン 官 教 会 の ロ バ ー ト ・

モ リ ソ ン に まで 遡 る 、， 19世紀前半は ， 聖 書漢訳 と沿岸部伝遭が 宣教 師た ちの

主 な 活動 で あ っ た 。 1840年， ア ヘ ン 戦争が 起 き， 南京条約 が 締結 され る と，

上 海 を中心 に更 に 多くの 宣教師 たちが来華 し， 1860年頃まで に 中国に は 宣教

戀体 22
，

官 教 師 150名 ， 申国人信徒約 350名であ っ た
2）

。

　そ の 後， 清王 朝 の 衰 退 に伴 い 欧米 列 強 の 進 出が進 み， キ リ ス ト教 に対す る
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反対運動 も増加 す るが ， 1906年の 統計 に よれ ば， 宣 教 団体約 50，宣 教師 3，833

名 ， 信徒 数 178
，
251名 ， 中国人牧 師 345名 と な っ て お り， 半世紀の 聞 に大きく

成長 した こ とが 見 て 取 れ る
3）

。 しか し全体 と して ．20 世紀初頭 まで の 伝道 は 欧

米宣教 師に よ っ て な され ， 組織面 ， 経済面， 指導 面に お い て 欧米依存型 で あ っ

た 。

　 　 　 　 ちゆ う か き りづ とき よ うきよ う しんか い 　 ちゆ う か きりす と きよ うか い

　第二 節　中華基督 教 協 進会 と 中華基督 教 会

　多 くの 教 派が 中国伝 道 を進 め て い く中で ， 1877年か ら 1922年 の 問 に 五 回開

催され た 「基督教全国大会」が 合同運動の 大 きな契機 と な っ た 。 教派 間の 協力

や 合 同， 中 国教 会の 自立 な どが ， 回 を重 ね る た び に 議題 と して 取 り上 げ られ

る よ うに な っ た 。 1910年 の エ ジ ン バ ラ世 界宣 教会 義の 後， 1913年に ジ ョ ン
・

R．モ ッ トが 来華 し， 第四 回基 督教 全 国大 会が 開催 さ れ た 。 その 会議 に お い て

「経済的 自立 」「教会 の 中国 固有 の 性格」「自伝」 とい っ た 「中 国教 会論 」 が

議論 され， また 教 会 全体 の 合 同 を推 し進 め ， 「中華 基督教 会 （The 　Church　of

Christ　in　China）」 を形 成す る こ とが提 唱 され た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せい ヒ い　い

　1922年 5 月， 第五 回基 督教 全 国大 会が 開催 さ れ
T 誠静怡

4）
が 初 め て の 中国

人議長 と して 選出 され た 。 こ の 会議に お い て ， 諸教派の 連合機関 と して 「中

華基督教協 進会 （The 　National　Christian　Council　of　China）」 の 設 立が 決議 さ

れ ， 各教派 の 教 義 と行政 に は干 渉 しない 「協議会」 と して の 全 国組織が誕 生 し

た 。

　協力機関 と して の 中華基督教協進会が で きる の と平行 して ， 16教派 の 合 同 に

よ る 「中華基督教 会 （The　Church 　of　Christ　in　China）1が 誕 生 した
f’1）

。 1927年

10 月 に 最 初 の 総 会が 開かれ， 初代議長に誠静怡が 選出 され た 。 中華基 督教会

の 定 款 に は 「教 会 は 中国 に於 ける キ リス ト教 信徒 を合 同 （unite ） させ る こ と

を 目的 と しT 合 同 した力 に よ っ て ，自養 ・自治 ・自伝 の 精神 を向 」二 させ … … 」
6）

とい う文言 も盛 り込 まれ た ．、

　 こ の 「自治 ・自養 ・自伝 （三 自）」は ，　 般 的に， 寧波や 山東 ， 韓 国 で伝道

活動 した ジ ョ ン ・ネ ヴ ィ ウ ス に 由来す る と言 わ れ て い る 。 彼 は 教 会が そ の 国
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に 根付 い て 成長 して い くた め に は lself−governing （自分 た ちで 治 め る こ と）T

self − supporting （自分 た ちで 経 済 的 に 養 っ て い くこ と），
　 self−propagating （自

分 た ちで 伝道 して い くこ と）」が 重要で あ る と主張 した 。 こ の 「三 自」の 流 れ

は 中華基督教会 をは じめ， 中 国 プロ テ ス タ ン ト合 同 運動 の 中で 脈 々 と受 け継 が

れ て い た v 後述 す る よ うに ， 日本 軍 占領下 で の 合 同 運動 にお い て も， こ の 「E

自」の ス ロ ー ガ ン が利 用 され ， そ して ， 今日 まで三 自愛 国 運 動 に お い て も使用

され て い る 重要 なキ ー ワ ー ドで もあ る 。

　第 三 節　 日本の諸教派の 大陸伝道

　 く満少1壮也域〉

　 日清
・
日露戦争の 結 果， 日本が 中国東北部 の 権益 を手 に 入れ る と， その 後大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 りよ うよ う

陸 に渡 る 日本人が 増加 した 。 ／897年に 日本組合教会が 遼 陽で
7，
， 1903年 に は

　 　 　 　 　 　 て ん しん

日本某督教会が 天津で 邦入伝道 を開始 して い る 。 満州事変以後， 邦人伝道の 教

会 は 更 に 増加 し， 1934年 に は 41教 会， 1937年に は 49教 会 とな っ て い た
81’

，，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま ん し ゆ う て ん ど う か い

　1932年 ， 満州 人伝 道 を 日的 とす る 満 州 伝道会が 結成 され た
9、

。 1937年 に は
　 と う　あ でん とうか い

「東亜 伝道会」 と名称 を変更 し， その 伝道地 を満州 の み な らず ， 華北 ・華 中地

域 へ と拡 大 し， 1940年 まで に． 72 の伝 道 地 を持 つ まで に な っ て い た
1°）

。

　 ＜華北地域＞

　1937年 7 月に 日中戦 争が 始 ま り， 同年 12 月以 降， 日本軍 は南 京， 広東， 武

漢 な ど， 華北 ・華 中 ・華南 へ と 占領 地域 を拡 大 して い っ た 。 1937年 12 月 以

降， 華北 地域 で は 中 華民 国 臨 時政 府 （1940年以 降 は華北 政 務委員会
ll
り が 日

本 の 傀儡 政権 と して 終戦 まで 存続 した 。 そ の 巾で ， 華北邦人伝道に最初 に乗 り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む らぎ しきよひ こ

出 した の は， 日本 基督教会で あ っ た 。 1938年 2 月， 総 幹事 の 村 岸清 彦 が 北京
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 むらか みお さ む

開拓伝 道 に派遣 され， 翌 年 7 月 に は ，村上 治
12｝

が 後 を受 け継 い だ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 なか む らさふ ろ う

　1938年 以 降， 日本組合教 会 は 中村三 郎
13］i

を天 津 に派遣 した の をは じめ ， 北
　 　 ちんた お　 ちよ う か ニ う

京， 青島， 張 家 冂 な ど各地 に教 会 を設立 させ た 。 Ll本メ ソ ジス ト教会は 1938
　 　 　 　 い の うえ けん じ ろ う　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　い け だ あ らた

年 4 月に井上 健 次郎 を天 津 に 派遣 ，
また 池 出鮮

ゆ
を北 京 に 派遣 した 。 日本 自
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お 　 だ 　か ね 　お

由 メ ソ ジ ス ト教会 で は ，1939年 1〔〕月に 織 田金 雄
15）

を北京 に派遣 し，北京 自由

メ ソ ジス ト教 会 を設立 させ た 。 東亜伝 道会 もまた満州以外の 各地 に 勢力 を拡 げ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ ん と う しよ う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た い げん 　 お お も りさぶ ろ う

て い っ た 。 1938年以 降， 山東 省 や 北京，張家卩 ， 太原 に 大森三 郎
16）

等が 派遣
　 　 　 　 　 　 　 か いふ ヲ

され． また 天津， 開封等 には ， 中国人 伝道者が 任命され て い る
17）

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ く　し　に ほん き りすと き よ うれ ん

　1939年 12月， 華北 地域 の 27 の 日本 人教 会 な ど に よ る 「北支 日本基 督 教 聯
め い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ う あ い ん 1）・it く1，11ぽら く ぶ

盟」が 結成 され た 。 1940年 10月， 興亜 院華北連 絡部 の 後援 に よ っ て 「北支 目

本基督教聯 盟教 師講習 会」が 開催 され ，興亜 院文化局長 に よ る 「東亜 新秩序 の

理 念」 とい う講演 が な され て い る
181i

。 こ の 時期 か ら徐 々 に ， 日本 人 教 会 が ，

東 亜 新秩序建 設 に巻 き込 まれ て い っ た こ とが 伺い 知 れる 。

　 〈華 中地域〉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い しか わ　し　ろ う

　上 海 地域 に おい て は ， 1914年 9 月， 石 川 四 郎に よ っ て 上 海 日本基 督教 会が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ る　や　まこ　じ　ろ う

設 立 され た 。 1919年 12月 に は 古屋孫次郎
191

が上 海に渡 り，中 日組合教 会が 設

立 され た 。 1934年に は ホ ー リ ネス 教会 も上 海 で 邦 人伝 道 を始 め て お り， 日中

戦 争開始時 に は 丁 上 海の 凵本 人教 会は 3 教 会で あ っ た 。

　1937年 12 月に は 日本 軍が南京 を占領 した 。 南 京の 欧米宣 教 師た ちが 国際避

難民救済委員会を結 成 し． 避難民 の た め に 「国際安全区」 を作 っ た こ とは周知

の 通 りで あ る （後に ， 同委員会の M ．S．ベ ー
ツ は ． 日本人牧 師た ちと多く接触

を持つ こ と とな る ）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま と ば つ ね ぞ う　　 お ご せ さ ねそ う

　そ の 南京 に は ， 中国人伝道の た め に 東亜伝 道 会 の 的場 常蔵 と生 越実 造 が 相
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くろ だ　 し ろ う

次い で 派遣 され．その 後 日本基 督教会 よ り黒 田 四 郎
20）

が 邦人伝道の た め に 派

遣 され た 。 彼 ら は， 対 中華 YMCA ， 対 第三 国 （欧米諸外 国 ）関係機 関 の 任 務
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す えかね とt，　お　　　　　　　や ア む らさ ぶ るう　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な ん きん き りす と

を担 っ て い た 日本 YMCA の 末 包 敏 夫
2T）

と安 村 三 郎
2L　1i

と と もに 「南京基 督
きよ う ．Tt　／．め い

教 聯盟」 を結成 し相互 に連絡 を取 り合い ， また 南 京基 督教 協 進 会 に も加 盟

す る こ と とな る 。 加 盟 当時 の 会長は 前述 の M ．S．ベ ー
ッ で あ っ た 。 副会 長 は

らい ふ くか い い しは しきよ うかい 　　　　　　　よう し di うゼ い　　　　　 　　　　　　　　な ん きん ちゆ う　か き りす とき よ うだ ん

来復会 石橋 教 会 牧師 の 楊 紹 誠で あ り，後 に 南京 中 華基督 教 団の 理 事長を務

め る人 物で ある 。
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　 〈日本 YM ⊂A の 大陸事業〉

　囗本 YMCA は ，広東，南京，北 京な どの 各地 に 日本人 YMCA を設 立 させ
z3）

，

在留邦 人の た め に さ まざまな行 事を行 い ， 皇軍 の た め に は 「憩 の 家」 を開設 し

た 。 また ． 安村 は前 述 の 「1玉1際救 済委員会」の
一一
員 と な り

241
， 末包 もまた ．

上 海 か ら南京の 難民 救 済の た め に物 資運搬 をす る な ど して ， 国際救済 委員会 に

協力 を して い た
25：ト

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ざい　し べ い 　か

　彼 らの 活動 に 関 して ， 陸軍 省の 機密文書 「在支米 加 〔米 国 （ア メ リ カ ） と加
　 　 　 　 　 　 　 せん きよう し し とう の けん

奈陀 （カ ナ ダ ）〕 宣 教 師指 導 ノ件 」 （1939年 10 月 10 目） に は ，YMCA の 幾

人か を派 遣 し， 軍部 と宣教 師の 仲 介 を させ ， 「意思 の 疎通 を図 る と共 に彼 らを

して 我東亜 建設 の 意 義を ∫解せ しむ る こ と」 と記 され て い る
Z6＞

。 しか も， 軍部

が 背後 に い る こ と を覚 られ ない よ うに活動す る こ とが 指示 され て い る 。 こ の よ

うに YMCA の 活動 は，　
一
面で は軍部 に よ る対 米政 策の 手段 とされ て い た 。

第二 章　中国 にお け る教会合同

　第
一 節 　1937年以 後 の 中国教 会

　盧溝橋事件 の 直後の 7 月 14 日か ら中華基 督教 会第四 回全 国総 会が 青島で 開

催 され たが ， 総 会後， 委員 た ちは北京に 戻 る こ とが で きず，上 海に事務所 を移
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 きん りよ う しん が くい ん

して 活動 を継続 した
27）

。 その 後 日本軍 占領 下 の 地 域 で は、 金 陵 神学 院な ど

神学校 を含む学校や 事務所が ， 安全 な華西 の 自由 区へ 移転 し， 中 華基 督教 会 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ざい

主 要メ ン バ ー
は 成都 へ 避難 した ， 上 海の 中蔀基 督教会 総会 本部事務 所は

， 崔
け ん しよ う

憲祥
2s）

が 責任 を持 っ て い た が， 1943年夏 に 彼も上 海か ら草西 へ 脱出 し， そ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しよ しん ぜ い

後， 華東大 会総 幹事で あ っ た 諸 辛生 が E海事務所の 責任 を持 つ こ ととな っ た 。

太平洋戦争開始以後．外国宣教団体か らの 資金援 助が 途絶えて し まうが ， そ の

こ とが 却 っ て 中国教 会に 「自養」の 機運 を高 め
291

，華西で は貴州省 と雲南 省 を

新 た な 「官教 区」 と して 開拓伝 道 を行 っ て い た
30・）

。

　1941年 12 月． 太 平洋戦 争が 始 ま る と
， 在華宣教 師 は 「敵性外 国人」 と して

軟禁 ・投獄 され ， その 資産は 口本軍に接収 され た 。
こ の こ と に よ り，外国人 宣

教 師は， 日本軍 占領地域 内で 中国教会 か ら切 り離 され る形 と な っ た 。 逆 に言 う
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な らば
， そ れ は 占領地域 内の 中国教 会が ， もは や外 国人宣教 師 に依存で きない

こ と を意味 した 。 そ して 外 国 人宣教 師に 代 わ っ て 影響 力 を持 っ て くるの が t 占

領側 で あ る 日本 の 教会 と牧 師た ちで あ っ た 。

　第二 節　興亜 院と華北 中華基督教団

　 〈興亜 院の 成立〉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ う あ い ん

　1938年 12 月，占領 地域 の 政策機 関 と して ，首相 を総裁 とす る 「興亜 院」が 設
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も うき よ う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ L い

立 され ，陸海軍 の 軍 人が 華北，蒙彊，華 中，厦 門各地の 連絡 部長官に 就 い た
31）

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ほ くちゆ う か き りす ときよ うだ ん

興亜 院華北 連絡部が 韮北 地域 の 宗教 政 策を担い ， 後述 す る華北 中 華基 督 教 団
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちゆう し しゆうきようたい どうれ んめ い

の 結成 を推進 した 。 また 華 中連絡 部は ， そ の もとに 「中支 宗 教 大 同聯盟」 を

設 け， 華 中地域全体 の 宗教政策 を推 進 して い っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か は くせ い む　 い いんか い ない む そ うしよ

　華北 の 興 亜 院は ， 1941年 1 月 と 10月 に， 華北 政務委員会内務総署 との 協力

で ， 中国 人牧師た ちに 対す る 「華 北基督教 講習会」 を実施 した 。 こ の よ うな 手

段に よ り， 中国人牧師た ちに 「東亜新秩序」の 理念 を理解 させ ， 欧米宣教師 と

の 関係 を割 こ うと意図 して い た と考え られ る
32、

。

　 ＜華北 中華基督教聯 合促進会 と華北 中華基督教団＞

　1941年 12月， 太平洋戦 争が 始 まる と， 宣 教師た ちは すべ て 軍の 監視 下 に

置か れ ， そ の 教 会 ， 学校， 病 院等 は 「敵性 機 関 」 と して 接 収 さ れ た 。 同年 12

月 t 中国人牧 師 と興 亜 院 に よ る 基督教座 談会が
一
こ1口1に わ た っ て 開か れ ， 「英米

宣教会 の 基督教聯 合会 を解散 し
， 別 の 聯 合機 関 を作 るべ し」 とい うこ とか ら，

「華北 基督教聯合促進会 」の 計画が な され た
33）

。

　1942年 4 月， 華北 基 督教聯 合促 進 会が 正 式 に発足 し， 宣 言文で は 「自立 自

養 自伝
・
華北 中華基督教 団の 早期実現

・
中 国化 基督教 の 完成 」 を 目指す こ とが

謳 わ れた
34）

v 華北 地域 各地 に 32の 促 進会分 会 ・区会が 結成 され
， 合同の 体制

が 整 う と
， 同年 9 月， 華北政務局 や興 亜 院指導の も と． 第三 回華北基督教講習

会が 開か れ． 「新基 督教 団の 速 や か な実現 ， 巾 国 新基 督教 団 の 新 しい 信 仰体 系

の 確立 ，新基督教団章の 起草」が 決議 され た
35、

。 そ の 後，新教 団準備会 に お い
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ； う ちよ うせ ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しゆ う

て， 教団主理 に は 中華衛理公 会監督の 江 長 川
36’

，副 主理 に は青年会幹 事の 周
かん きよ う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 べ きん ちゆ うなん か い か い じん と う

冠卿が それ ぞ れ 選 出 され ， 10月 に北 京 中 南海懐仁堂 に て 華北 中華基督教 団設

立 式 典 が 開催 さ れ た
37＞

。 村上 治や織 田金雄 な ど在北京 の 目本 人牧 師た ち も，

こ の 教 団形成 の 過 程 に特 約 委員 （顧 問） と して 関わ り， 合 同 に 抵抗 し続 け た
お う め い ど う

下明道 に対す る説得工 作 を して い た
38
’
］

。

　 こ の
一 連 の 流 れ の 中 で 注 目すべ きは． 従来， 中華基 督 教協 進 会や 中華 基督教

会が 目標 と して 掲げて い た 「自治 （自立 ）， 自養， 自伝」 と 「中国教会 の 固有

性 （中国化 基督教 ）」 が促進 会 の 宣 言 中に 含 まれ て お り， そ れ に 基 づ い て 華北

中華基督教団が 成立 した点で ある 。 こ の こ とを盛 り込 む こ と に よ り， 中国教会

側 は ， あ くまで歴 史的 な経 緯に沿 っ て 自発 的 に合 同運 動 を進め て い くの だ， と

い う主張を内外に示 したか っ た と も言 えよ う。 また 興亜 院な ど 日本側か ら して

も，合 同が 強制 で は な く， 日本 は 中 国教 会 自 1
「
Lの 援 助 を して い る だ けで ある と

い う名 日を立 て る こ とが で きた の で あろ う 。

　 〈華北 中華 基督教 団天 津分会〉

　華 北基 督教聯 合 促進 会発足 後 ， 玉942年 6 月 と 7 月に は ， 天 津地域 の 華北 基
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 りゆ ）し ゆ う ざ い　　 か くば い しゆ う

督教聯合促進会天 津市分 会 と津海 道区会が で き， 劉 修 齋 と霍培修が それ ぞれ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お ん せ ちん

の 会長 とな っ た 。 発会式に お い て
，

キ リス ト者 で あ っ た 天津市長の 温世珍 は，

促 進会が 「大東亜 戦争」 に 奉仕 すべ きで ある こ と を述べ ， また 天津 陸軍 機 関 長

は ， 促進会が 「宗教 の 立場 に お い て 大東亜 共栄 圏の 確 立 に 向けて 邁進す る こ と

を実 に望 む」 と訓辞 の 中で 述べ て い る
39］

。

　華北 中華基督教団 の 成立後， 大東 亜 戦争 の 勝利 を支援 す る ため に と， 天津分

会 は 食糧増産運 動や 献銅献鉄運 動 へ の 協力を強い られ ，教 会の 信徒 た ちが 動 員

され た
401

、， 霍培修 は， 日本が こ れ らの 「運 動 を展 開 させ ， 直接 的 に 日本帝国主

義の 中国侵略戦 争の 罪悪 を援助 させ た 。 華北 基督教団は ， 実質上 日本の 中国侵

略の 御用道具 とな っ て い た 」 と述べ て い る
41）

。

　こ の よ うに， 霍培修 な ど中国人牧 師た ちに と っ て の 華北 中華基督教 団 は， 結

局の と こ ろ 日本の 大東亜 戦争に協力 させ る た め の 組織で あ っ た と言 え よう。 米
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英諸教 会か らの 「自立 」 とい う名 目を も っ て ， 実 際 に は ， 日本墓 督教 団に 中国

教 会 を依存 させ ． 戦争に寄与 させ る こ とが ， 興亜 院や 陸軍特務 機関の 日的で あ

っ た と言 え る 。

　第三 節　中支宗教大同聯盟 と華中地域の 教会合同

　 〈中支宗教大同聯盟の 成立〉

　華北 地域 で は興 亜 院 と華北政 務委員 会の 主導で 教会合同が 推進 され て い っ た

の に 対 し． 華 中地域 で は ， 中支 宗教大 同聯盟が 教 会合同 を推進 して い た 。 同聯

盟 は
， 軍の 特務機 関 に よ り設立 され た神道， 仏教 キ リス ト教の 連合組織で あ

り， 1939年 2 月 に 結 成記 念式 典が 執 り行 わ れ た 。 同年 3 月 に 興亜 院華中連 絡

部が 設立 され る と， 同聯盟 は その 所 管に移 され る こ とと な っ た
42：

。

　中支宗教 大同聯 盟の 目的は そ の 趣意書に次 の よ うに記 され てい る 、，

　 一我 目本 宗教 団体 は ，
一一

致団結 し． 信仰 を同 じうす る 中国宗教 団体 と緊

密 な る親交 を結 び
・・…

東 亜 の 新秩 序の 建 設に 資せ ん とす る もの な り。

… …

帰趨 に迷 える 中国大衆を指導 し
，

且 つ 在留同胞の 向上 を計 り， 而 して 新 中

国再 建 の 動 力 を与うべ く， 茲 に 中支宗教 大 1司聯 盟 を結 成 す
43〕

。

　こ こ で は， 東亜 新秩序建設 とい う皇 国 目本 の 聖 戦 目的の た め に
， 日本宗教 団

体 と 中国宗教 団体が 連携 し， 「新秩序建設」 に 協力す る こ とが 謳わ れ て い る 。

しか もあ くまで 日本 は 「指導 」す る 側 にあ り， 中 国 の 再建 を助 けて あげ る側 に

立 っ て い る とこ ろ に ， 中支宗教 大 同聯 盟の 本 質が 見 えて い る と言 え よ う 。

　華中地域 の すべ て の 日本宗教 団体 は 中支宗教大 同聯 盟の 所 管に置 かれ ， 同聯

盟 は 日本宗教団体 同士 の 連携， 中 国宗教団体 との 提 携協力． 中国民衆教化 な

どの 活動 を担 うこ と と な っ た （同聯 盟規約 第五 条），、 例 えば ， 仏教 関係諸 団体

は 「日華仏教聯盟」や 「日華仏教協会 」 を結成 し， キ リス ト教 関係諸 団休 は ，

各地 に 「日華基 督教協議会」 を結成 し， 懇 談会 や 講演会 な ど種 々 の 行事 を共 に

行 っ て い た 。 また 中国民 衆教化 政 策 と して ， 各宗教 団体は， 凵本語学校や小 学
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校，幼稚園 な どの 文化施設 を設立 させ た
44）

。

　 　 　 　 　 　 　 あ　 べ よ しむね

　次節で 触れ る 阿部義宗 （元 口本 メ ソ ジ ス ト教会監督， 日本基督教団創立総会

議長）は ， 1司聯盟理事長 と して ， 敗戦後 まで 上海で 活動 して い る 。

　 〈華中 日華基督教聯盟〉
　 くぎみ や た つ お

　金」宮 辰生 が ， 「上 海 に あ りて は， 第三 国 人 に よ る 斡旋が
一

種言 い 難 き困難 を

蔵す る」 と中支宗教大同聯盟総務局業務報告に記 して い る よ うに
45）

，同聯盟 に

よ る 外 国人宣 教 師 を通 して の 対 中国教 会工 作 は 容易で は なか っ た 。 1941年以

前 に ， 華中各地 で 神 道や 仏教系諸 団体が 幾 つ もの 日華の 連合組織 を結 成 して い

た
一

方で ， キ リス ト教 だけが 同種 の 組織 を作 る こ とが で きず に い た とこ ろ に ，

宣教 師た ちの 中 国教 会に対 す る影響力の 大きさ を見 て 取 る こ とが で きる 。

　1941年 12月に太平洋戦争が 始 ま り，宣教師た ちが 目本軍 占領地域 か ら離れ

な けれ ばな らな くな っ て 以 降， よ うや く日本人 牧 師た ち は 中 国人 牧師 た ち に 影

響 力 を行使す る こ とが で きる よ うに な っ た 。 H 本 の 主導 に よ り地域的 な 日華基
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ おん　し

督教協議会が各地 に 結 成され た 。 例 えば
， 古屋 孫 次郎 を会長 ， 兪恩嗣 （上海 中

華聖公 会牧師）を副会長 とする上 海 日華基督教協議会， また黒田四 郎を会長 ，

楊紹誠 を副会長 とす る 南京 日華基督教聯盟 な どで ある
46）

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ちゆ うに つ か き りすと

　地 域 毎 の 日華 基 督 教聯 盟 が結 成 された 後 ，
1942年 8 月 に 「華 中 日華基 督

きよ うれ ん め い

教 聯盟」が 結成 され た 。 既 に 中支宗教大同聯盟理 事長 と して 上 海で 活動 して

い た 阿 部義宗が 会長 に 就任 し，兪恩嗣 と黒 田四 郎が 副会長 とな っ た
47）

。 理 事 に

は 中i華基督教 会 の 諸辛生 の 名前も見受け られ る 。

　 こ の 華 中 日華基督教聯 盟 は， 中支宗教大 同聯盟 の 「中国宗教団体 との 連絡提

携 に 関す る 業務」で あ り， 次の よ うに位置付 け られて い た 。

中国基 督教徒 との 連絡提携 を計 る た め ， 基督 の 精 神 に基 い て 華 中区 の 日華

基督教 会及諸 団体 の 連絡提携 を図 り教 会の 独 立 と合 同を促進 し， 霊的水準

を高め ， 大東亜 共栄の 精神 に よ っ て 宗教 の 職域奉公 に努力す る こ とを以 て

目的 として い る
48．］

。
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　 こ れ は つ ま り，聯 盟 結成 に よ り，華 北地域 と同様 に， 外国 人宣教師 ・宣教 団

体 か ら中国教会を独立 させ ， 教会合 同 を推 進 し， 「人東 蒲 共栄 圏」実現 の た め

に 宗教活動 に よ っ て 奉公 させ る ， とい うこ とを意味 して い た 、，

　 〈南京 日華基督教聯 盟 と南京 中華基 督教 団〉

　筆中 地域 教 会合 同の 次 の 段 階 は
， 各地域 の 日華 基 督教聯盟 ・

協 議会 を利 用

し， 地域毎の 中華基督教団を結成 させ る こ とで あ っ た 。 以下 で は南京 の ケー
ス

を見て い きた い 。

　1942年 3月， 黒 円 四 郎 を会長 ， 楊紹 誠 を副会長 とす る 南京 日華基 督教 聯盟

が 結 成 され た 。 同聯盟成 立大会で 採択 され た 宣言 に は 次の よ うに記 され て い

る 。

東亜 民族解放 の 聖戦下 ， 我等南京 に在 る 囗華基督教徒 は
， 其の 重大な る 責

務 と使命 と を痛 感 し， 相 協力提携 基督 教徒本 来の 基調 た る愛 と正義 と犠牲

の 精神 と信仰 に則 り． 身を挺 し以 て大 東亜共栄 圏の 確立 に邁進せ ん 事 を期

す
49）

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ　ざ きみち お

　そ の 後 ， 日本基督教 団出版局長で あ っ た 小崎道 雄が ， 中支宗教大同聯盟 との

連 絡 の も と， 1943年 1 月 か ら三 ヶ 月 に わ た りT 南 京 中華基督 教 団 を は じめ ，

華中地域 の 教会合同 に 関 わ っ て い くこ と となる
50」

。 小 崎 は華 中各地 を同 り，南

京で は漢 中堂 （現 在の 莫愁路堂 ）や 日華基 督教聯盟礼拝 堂で 集会 を行い
， 中国

の 信徒 や 牧 師た ち の 指導 を行 っ た
51！

。 楊紹誠 を委員 長 とす る， 「南 京 中華基 督

教 団準備 委員会」 が組 織 され ，
一

ヶ 月の 準備 期 間 を経 て ， 2 月 に 漢 中堂 に お い

て 教 団成 立大会が 開催 され た ，，

　成立大会 に於い て は， 在南京総領事 の 好富が次 の よ うな祝 辞 を述 べ て い る 。

今 回の 南京 中 華基督教 団の 結成 を きっ か け と して 英米依存 を清算 した 中國
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基督教の 自立 自養 自伝 を 目標 に全 中国の 基 督教 会並 び信徒は
一 丸 とな っ て

参戦 中国 の 宗教報 国の 職域完遂 に 挺 身 され た い ， 同時に こ れ まで 欧米化 さ

れ た東洋 の 基 督教 はい ま こ そ東洋化 され た もの と して 大東亜 共栄圏 の 精神

文化に寄与 され た い
52）

。

　 こ こ で もや は り， 華北 地域 に お ける教 会合 同 と同様に ， 厂白治 （白立）， 白

養 　自伝」 とい う言葉が使われ て い る こ とに 注目したい
。

こ れ は， 南京中華基

督教 団 とい う中国教 会合 同 を， 中国キ リ ス ト教 の 自立合 同運動 の 延長 に 位置付

け る こ とに よ り， そ れ が 決 して 日本側か らの
一

方的な圧 力 に よ っ て で きた の で

は な く， 中国側 の 自発性 に よ っ て で きた もの で あ る こ と を強調する た め の 論理

で あ っ た と言 えよ う。 そ して それは 同時 に ， 欧米依存か ら既 に脱 却 して い る 日

本 と と もに ， 東洋化 され た キ リス ト教 を以 っ て ， 大東 鼡 共栄 圏形成 に 寄与す る

こ とを要求す る もの で あ っ た 。

　当初の 計画で は ， 華中地域全体 を網羅す る 「華中中華基督教団」が 設立 され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぶ 　　こ

る 予定で あ り
53＞

，武漢， 蕪湖．徐 州，杭州 とい っ た 各地域 で も中華基督教 団 が

結 成 され たが ， 土 地の 広大 さや 交通 の 不 便 さ な どの 現 由 に よ り， 華 中全体 の 四

分の
一一・

の 地域 で しか 中華基督教 団 を結成 す る こ とが で きなか っ た
54
’
，

。

　 ＜大陸布教 区長会議 ， 日満華基督教代表者 会議 ，大東亜 基督教 同盟＞

　1943年 11 月 に 開催 され た 日本幕 督教 団第三 回総会 で 東亜 局の 設置が 決議 さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま つ や まつ ね じ ろう 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え 　び さわ あ き ら

れ ， 小 崎道雄 が そ の 局 長 に 就 き， 松 山常次郎が顧 問 とな り， また
， 海老沢 亮

が 総幹事 を務め る こ ととな っ た 。

　1944年 5月 か ら約 四 ヶ 月 間 ， 小 崎 と松 山 は ， 大東 亜 省 の 嘱 託 と して 華中 ，

華北 ， 満州 の 各都市 を訪 れ て い る
55）

。
「 人 は まず 上 海で ， 華中 日華基督教聯

盟主 催の 退修会 に 出席 した後 ， 南京や済南等を回 り，
1944年 7 月 に北京 に て

「第
一

回 大陸布教区長会議」 を開催 して い る
56）

。 彼 ら二 人 に 加え， 石川 四 郎
　 　 　 　 　 　 　 　 なか ざわ とよ べ え

（満州 布教 区長）， 中澤豊 兵衛 （華 中布教 区長）， 村 上 治 （華北布教 区長）． 織

円金 雄 （華北布教 区総 務部長）の 出席の もと， 布教 区内教会 に関する事項や ，
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軍 との 連絡 に 関 して t また II本 人 神学教授 の 現地 神学校 へ の 派遣
，

キ リス ト教

開拓村 に つ い て な ど， 二 卜五 項 目に わ た る事柄が 協議 され た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ん さよ う　 　 　 　 　 　 　 に ち まん か き りす と きよ う だい ひ よ うしや か い ぎ

　そ の 中で 、 1945年 5 月 に 満州 新京 に お い て 「凵満 華基 督 教 代 表 者会議」

を開催 す る件が協議 され た （実 際 に は実現 しな か っ た が ）。 また
， 「大東 1臣基 督

教代表者会議及大 東亜 基督教同盟結成 に 関 して は 円満革代表者会議に て 協議す

る こ と とす る」 とい うもう一 つ の 協議事項が あ っ た
5η

。 こ れ らの こ とか ら， 将

来 に お い て ， 口本 ・満州 ・中国の み な らず T 大東 亜 共栄圏全 域 を網羅す る 組 織

結成が 計画 され て い た こ とが 分 か る 。 軍政下 の イ ン ドネ シア や フ ィ リ ピ ン で ，

現地 の キ リス ト教 会に よ っ て 構成さ れ る 「キ リス ト教聯合会」が 11本人牧師た

ちの 関与 に よ っ て 結成 さ れ て い た こ とが 今 日で は 知 ら れ て い る
5s）

。 「大東亜 基

督教 同盟構 想」 とは ． そ の よ うな大東亜共栄 圏内各地で 推進 され て で きた 合 同

教会 を結集 させ
，

一
つ の 組織 を作 り出す こ と にあ っ た と 言えよ う

591
。

　第 四 節　阿部義宗 と小崎道雄の 大東亜 建設論

　 〈阿部義宗の 新東亜建設論〉

　中 国教会合 同 に お い て 中核的役割 を担 っ た 人物 と して
， 阿部 義宗 と小 崎道

雄 を挙 げ る こ とが で きる 。 1940年 6 月 末か ら 7 月 初 め に か けて の 『基 督教 新

聞』 紙 上 に， 阿 部 の 新東 亜 建 設 に 対 す る論 考 が 掲 載 され て い る 。 彼 は そ こ で

「基 督者 と して 新東亜 建設の 任務 は対 支宗教 工 作や 文化工 作 で ある 」
c°o
’
）

と，後

の 自らの 中国で の 宗教 工 作 を示唆す る発言 を して い る 。

　 阿部 は 「永 い 間米英 ミ ッ シ ョ ン の 翅 下 に あ っ た 中国基督教 会 は， 大東亜 戦 を

契機 と して 彼等 の 桎梏 か ら脱 却す る喜 び と共 に， 臼主 ・自養 へ の 新生 の 苫 しみ

を嘗め て い る」 と述べ て い る 。 そ して ， 中国 に は 「自主 自養各派の 合 同運動 を

正 し く導い て い く指導者 を缺い て 」
61）

お り， 「今こ そ 日本 基督者 が恵 を注入 し

ない な らば 大東亜 建設 を築 くこ とは 出来 ない 」
62）

と主張 して い る 。

　 こ の よ うに， 中 支宗教大同聯盟理 事長で あ る 阿 部の 東亜 建設論は ， 日本 の キ

リス ト者が誤れ る 中国教会 を東亜 的理念 に 沿うキ リス ト教 へ と是正 し， その 自

主 ・自養 の 自立運動 と合 同運動 を指導 し． そ れ を以 っ て大 東亜建設 の
一 翼 と さ
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せ る
，

とい うもの で あ っ た 。

　 〈小崎道雄の 大東亜 共栄 圏論〉

　小 崎道雄は 1943年の 中国訪問の 後 に， 『基督教研究』 に 「日華精神提携 と 日

本基 督教 団の 使命 」 と題す る
一 文を寄稿 して い る 。 そ こ で 彼は， 大東亜 共栄 圏

確 立 とい う新秩序建 設が 戦争 の 目的で あ り， その 戦争 が神 か らの 天 命 で あ る と

した 上 で
， 中国 に対 す る キ リス ト教 政策 を次 の よ うに位 置付けて い る 、，

而 して 右の 目的 の 基礎 は大陸 た る中国 に 建設 され て 初 め て 真 の 強 固な る も

の となる 事 は ， 之れ 亦政府 当局 の 度 々 の 声 明の 如 く 「大東亜 共栄 圏 の 確立

は 日華 の 真 の 親善提携 に 始 ま る 」の で あ る 、、… … 皇 国の 大使命達成 に は現

在の 巾国基督教諸事業を無視 し，或は軽視する な らば，到底 日華の 心の 提携

は 不 可能で あ り，従 っ て 大東亜 共栄 圏確 立 を危 うくす る もの で あ る … …63）
。

　 こ れ らの こ とか ら．小崎 が関 わ っ た 中国の 教会 合 同 と， それ を通 して の 口本

基督教団 と中国教会との 提携が ， 詰 まる と こ ろ は大東亜 共 栄圏確立の た め と位

置付け られ て い た と言 えよ う。

第三章　大東亜共栄圏における 「八紘一 宇」 と 「臣民宗教」

　第
一

節　「興亜 宗教 同盟」 に よる宗教政策

　 〈興亜 宗教同盟 と興亜 宗教協力会議〉

　占領 地 域 に 対す る 宗教政 策 は
， 文部省宗教 局 と大政翼賛会東亜 局の 指導の も

とで ， 興 亜 院 と中支宗 教大 同聯 盟 に よ っ て な され て きた 。 1942年 4 月， 大政

翼賛会の もとに 「興亜 宗教 同 盟」が で きた こ とに よ り， 大東 直共栄圏 に対 す る

宗教 政 策は こ こ に
一

元化 され て い っ た 。

　興 亜宗 教 同 盟規 約 に は， そ の 目的 と して ， 大東亜 諸宗教 と提携 しなが ら，

「興 亜宗教 会議 （当初 は 大 東亜 建 設宗教 協力会 議 とい う名称 ）」 を開催す る こ

とが 記 され て い る が ， しか し， まず は 日本 国 内 にお い て 宗 教協 力会 議 を開 催
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す る こ と と な っ た 。 1943年 6 月， 興亜宗 教 同盟 主催， また 文部 省や 大東亜 省

等 の 後援 に よ っ て ， 「興亜 宗教協 力会議」が 明 治 神宮外 苑 日本青年会館で 開か

れ ， 各省庁 ，各宗教 の 代表な ど約 500 名が 参集 した
64）

。
こ の 会議の 目的 は 「大

東亜 共栄 圏内神仏基回各教所 属 の 宗教家お よ び信徒 の 宗教的 熱情 を凝集 し以

て 大 東亜 戦 争の 完 遂 に 協力 せ ん とす」 と され て お り， 「皇道精神宣布 及聖 戦完

遂」 に関する議案な どが議事 と して 挙げ られ て い た
65）

。

　 〈興亜 宗教審議会 に よる宗教政策 と大東亜宗教大会〉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い の うえ て つ じ ろ う

　1943年 10月 ， 興亜 宗教 同盟 の もとに 「興亜 宗教審議会 （会長井上哲 次郎 ）」

が新設 され ， 同年 11 月 に 大東亜 建設 と宗教 に 関 わ る七 議案が 特 別部会 に お い

て 審 議 され た 。 小 崎道雄 は議案第 三 号 「大東亜 建 設 と宗教興 隆の 方策」 を審議

す る 第二 部会 第
一

回委員会に加 わ っ た
66」

。
こ の 議案第三 号 を検討 した後 に ， 委

員会か ら 「議 案第三 号及第七 号特 別委員会答申案」（以 下 「答申案」）が出 され

た 。 同答申案に は， 大東亜 建設 に おける宗教政策が 明確 に記 され て い る 。

　まず答 申案で は ，大 東亜 共栄 圏確立 の ため に八 紘
一・

宇の 理 想 を宗教 思 想方面

に も具現 化 させ る こ と， ま た， 神社 神道 が 「諸宗教 を超 越せ る 日本伝統の 公

教」で あ り． 決 して 諸宗教 を圧 迫す る もの で は な い こ と
， 更 に は， 御稜 威 （天

皇 の 威 光）に 大東亜諸 民族 が感謝 ・崇敬す る よ うに 指導す る こ と な どが 誣 わ れ

て い る 。 そ して， 神社 神道が 明治以 来 「超宗教 的公教」で あ るゆ えに ， H 本国

家の 臣民の み な らず ， 大東亜 共栄 圏の 諸民族 ・諸宗教 の 人 々 も矛盾 な くそれ を

受け入 れ られ る だろ う， と も記 され て い る 。

　興亜宗教審議会第二 部会は，こ の 見地に 立 っ て ，
二 つ の 具体策 を打ち立 て た

6へ

そ の 第
一

は 「大東亜 宗教 大会 開催」 で あ る 。 こ れ は， 興亜宗教 同 盟が以前か ら

計画 を練 っ て い た 大東亜全 域 を網 羅する 宗教 大 会の 具体化で あ っ た と言 え よ

う。 第二 は 「卓越 せ る 宗教家 を現地 に派遣す るの 件」で あ り， 有力な宗教家 を

各宗派 よ り選抜 し，諸 民族 に皇道の 理解 を普及 させ る た め に， 彼 らを派遣 す る

こ とで あ っ た 。 小 崎の 中国で の 宗教 工 作 は ， こ の 第二 の 計 画に沿 っ て な さ れ た

もの で あ っ た と考え られ る 。
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　 こ れ らの こ とを踏 まえて大陸布教 区長会議 の 議題 を振 り返 っ て み る ときに，

「日満華基 督教代 表者会 議」や 1
一
大東亜 基 督教代 表者 会議 」 ［大東亜 基督教 1司

盟」 な どは
， 議案第三 号 で言 われ て い る 「大東亜宗教 大会」 の キ リス ト教側 で

の 準備段階で あ り， 「超公教的宗教」 の もとに ， 大東喨 共栄 圏内の キ リス ト教

を も統括 させ るた め の もの で あ っ た と言 えよ う。

　第二 節　 「八紘一 宇」 と 「其の所 」

　 〈八紘
一

宇 と其の 所 〉

　 日本政府 当局 の 宗教政策が ， 各国 の 宗教 団体を大 束亜 共栄圏建設 に 寄与 させ

る ため の もの で あ っ た こ とを， こ れ まで見て きた 。 こ の 大東亜共栄圏建設 を合

理化す る た め の 思想 的枠組み が ， 「八 紘
一 宇」 と 「其の 所」で あ っ た 。

　村 上 重 良 は 「八 紘
一

宇 とは， 全世 界 を天皇 に 帰
一

させ る とい う思想で あ り，

最 終段階で は， ほ とん ど全世 界 を敵 とした 太平洋戦争の イデ オ ロ ギ ー的根拠 と

な っ た」と述べ て い る
68）

。 彼は こ こ で 1

一
イデ オロ ギ

ー
」 とい う言葉を使用 して

い るが ， 八 紘一 宇 が戦 時期 の
一 つ の 世 界観 で あ っ た と言 い 換 える こ とが で きよ

う。 大東亜 共栄 劉建 設構 想 とい う世 界観が こ の 八 紘
一

宇 で あ る と言 える が， 更

に天 皇 を親 と し鬮民を赤子 とする 家父 長的家族観が それ に結 び付い て い た 。 家

長 で あ る天皇 が子で あ る 臣民に 対 して 指導的立場 に あ る よ うに， 体外的に は

凵本 入が 家長 とな り， 他の 民 族 を指導 する立場 に位 置付 け られ て い た と， ジ ョ

ン ・ダ ワ ー は分析 して い る
6Pt

。

　家父 長的家族量界観 との 関連で ， もう
一

つ 重要 な概 念が 淇 の 瞬 」 で あ る 。

「其の 所」 とは t 「階 層社会に あっ て の 各 々 に ふ さわ しい 位 置」 を意 味す る 。

ル ー ス ・ベ ネデ ィ ク トは，名著 『菊 と刀』の 中で
li
「各々 其 ノ所 ヲ 得」 とい う題 で

一
章を割 き， 当時の 日本 を理解す る 重要な概 念 で あ る こ と を指摘 して い る

7el）
。

「其の 所」の 内実 につ い て ． ジ ョ ン ・ダワ … は ， 次の よ うに 述べ て い る 。

　日本人の 其 ノ 所 につ い て は 明挟 そ の もの だ っ た 。 田本人 は ， ア ジ ア とそ

して 暗 に全世界の 「指導民族 」だ っ たの で あ る 。 お まけに 「恒久的に」そ
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うあ り続ける こ とを運 命づ け られ て い た 。

… … 日本 は政 治的，経 済的， 文

化的 な支配者 と して 其 ノ所 を占め て い た
711

。

　 「八 紘一 宇、1と 「其 の 所」 とが結 び付 くと きに 1 それは一 つ の 円錐 に 例 える

こ とが で きる 。 円錐 の 頂 点が 天 皐，底辺 の 円の 中心 が H 本， 円の 周辺 が 他の 諸

国， と位置付 ける こ とが で きる 。 口本 を中心 に諸国が 円状 に 「其の 所」 を得て

位置 し， H本 も諸国も天皇 に 段階的に帰
一

して い くの で ある

　第三節　「八紘
一

宇」 と 「神の 国」

　家父 長 的八紘一 宇 的世界観 は ．宗教 面 に対 して も大きな影響 を与 えて い た 。

Ei本基 督教 団東亜 局顧 問 を務 め た 海老沢亮 の 以 下 の 文章か ら， 八 紘
一

字 とキ リ

ス ト教が どの よ うに結 び付 い て い たの か を見 る こ とがで きる e

　海老 沢 は
，

八 紘
一

宇 に つ い て 次の よ うに 述べ て い る 。

それ 〔八 紘
一

宇の 真意義〕は 世界 を
一一

家 と し人類 を兄弟 とす る基 督の 神の

国 と同意義で な けれ ばな らぬ 。

… …一
大家族主義に よる東亜 協同体の 実現

は
， 天地糊造の 神の 経綸の 下 に進行 しつ つ あ る，神の 国の 実現

… … と な ら

ねば ならぬ
72）

。

　彼は こ の よ うに八 紘
一
宇 と神の 国

・
神の 家族 を同

一
視 して い る 、 更に． 次の

一 文 か ら，彼の 言 う 「神 の 家族」 が ，
キ リス ト教 的家族 主義 と天皇 を中心 とす

る 家族 キ 義 を重 ね合 わせ た もの で あ っ た こ とが 見て 取れ る 。

　皇室 中心の 家族主義 を大陸 まで 拡大 して ， 東亜の 諸民族 を して
一
様に此

の 聖 恩に浴せ しめ ん とす る 方針 は こ れ即 ち神を人類の 父 と仰 ぎ人 類 を兄弟

と為す基督教 の 霊 的家族主義 を地上 に具体化せ ん とす る 様式 に 外 な らぬ 事

を知 る で あろ う。 これ取 も直 さず基督教 の 神 国思想 で あ る
73｝

。
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　 また 1942年 に書か れ た 「大東亜 建設 と H 本基督教』 とい う著作で は， 「… …

八 紘為宇の 大家族主 義 に 立 ち， 萬邦 を して その 所 を得 させ ， 萬民 を して そ の 堵

に 安ん ぜ しむ る こ とが，
… … H本基 督教 が荷 うべ き光 栄 あ る責任で あ る」

74）

な ど， 「其の 所」に つ い て の 多 くの 蕎及が 見 られ る 。

　第四節　r
’
臣民宗教」

　 ア メ リカ の 社 会学者 ロ バ ー ト ・ベ ラ
ー は t ア メ リカ の 政治領域 を含むすべ て

の社会領域 に 及 ん で い る 宗教 的次元 の ある 形態 を 「市民宗教 （civil　religion ）」

と呼 ん で い る 。 フ ラ ン ク ・レ イ ノ ル ズ は ， ベ ラ
ー

の こ の 市民宗教の 概 念 に更 に

検 討 を舶 え
，

ア メ リ カ 以外 の よ り広 範囲な時代 ・地域 を も視野に 入れ 1公民宗

教 （clvic 　religiOn ）」 とい う概 念 を提起 して い る
7i）

。 近代 ア メ リカ の 伝統や 経

験 に よ っ て 形成 され る市民宗教 と違い ， 公民宗教 とい う概 念 は， 古代か ら現代

に至 る まで の ， 国家統制の た め の 公 的共 同体の 必 要性か ら形成 され る さ まざま

な宗教 形態 を指 して い る 。

　筆者 は
， 吏に 戦時期 の 口本 とい う文脈 を踏 まえて ， 冒本 を含む 当時の 大東瀬

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しん み ん しゆ う きよ う

共栄圏 にお け る宗教 的 次元 を 「臣民 宗 教 」 と呼ぶ こ と と したい 。 臣民 とは ，

君主 に従属する 鬮民を指す言葉で あるが
， 公民宗教 との 違い は

， 臣民 宗教 に お

い て は 君 主の 宗教 的権威 に帰一
す る程度が 大 きい 点にあ る 。 臣民宗教 に お い て

は，宗 教信徒 に は 天 皇 に対す る忠 実な 臣民 で ある こ とが 前提 と して 求め られ て

い る 。

　臣民宗教 は ， すべ て の 宗教 を超越 した 次元 に 存在す る 天皇 を家長 とす る家族

国家， とい う宗教的 次元 を持 っ て い る 。 こ の 家族 国家 の 中 に い る 者 は天 皇の 臣

民 と され， 神社参拝 や 教育勅語 とい っ た儀式に よ り天 皇へ の 忠 誠 を誓 うこ と と

な る 。 また対外 的 に は， こ の 臣民宗教 は い か な る宗教 ・民族 と も矛盾せ ず， 大

東亜 共栄圏 に お ける唯
一

の 宗教制 度 と して の 機能 を果 たす こ と とな る 。 興 亜 宗

教審 議会の 「議案第 三 号」 にお け る 「超 宗教 的 公 教 」 とは， ま さ に こ の 臣民宗

教 で あ る と窪 え よ う
76）

。

　 「議案第三 号」の 存在か らも， 日本の 教 会が， 大東亜共栄圏を包括する 「大

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大東亜共栄圏建設 と占領下の中国教会合同　一 157 一

東亜 基督 教 同盟 」結 成 を 目指 す こ と に よ り， 結 果 的に は 臣民 宗教 をア ジ ア へ

と拡大 させ る働 きを担 っ て しま っ て い た と言 え よ う。 中国 国内 にお ける教 会合

同は， 凵本 人牧師た ちの 意図す る とせ ざる とに 関わ らず， 全体的 な構造 の 中で

は
， 臣民 宗教 の 「伝 道」 を担 わ され て い た の で ある 。

　こ の こ とは
，

下 図 の よ うに 前述 の 円錐型構造 と同構造で あ る と言 え よ う。

天皇
一
臣民宗教 （超宗教的公教）

神 （家長 ）

神の 国 ＝ 大東亜共栄圏 キリス ト教 的 家族 国家

日本基

町   　 驪 造

（其の 所）　 　
＼

一
く ご 　 ▲ 　 丶 ．ジ ン

／／

満州基鰍 会 嘶 ・所）

　終章　中国教会合同 に対す る評価

　第 一 節 　 自治 ， 自養 r 自伝の 促進 であ っ た か

　こ こ まで ， 中国教会合同が 大 束亜 共栄 圏構 想の 中に 位置付 け られ て い た こ と

を見て きた 。 最後に ， 二 つ の 別の 視点 か らそれ を検討 して み た い
。

　まず，教 会合 同 を 「自治， 自養， 自伝」 とい う白立 促進 とい う観点か ら見 る

な らば ， 次の 三 つ の 点 を挙 げる こ とが で きる 。 第
一

は， 中国 人牧 師 た ち の 中

に も， 確 か に 自立 の 願い が あ っ た， とい う点で ある 。 華北 や 華中で
， 教会 合同

が推 進 され る 際 に ， そ れが 「自治， 自養， 自伝」 とい う中国教会 の 白立 運 動の
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延 長線 に 位 置付 け られ て きた こ とは既 に 指摘 した 通 りで あ る 。 自立 運動 の 流

れ は ， 19世 紀 か ら脈 々 と受 け継 が れ て きた もの で あ り， 中華基 督教協進 会 も

中華基督教 会 も， 中国教 会の 自立 を 目指 L て い た 。 天津 の 牧 師で あ っ た霍 培修

は， 華 北 中華基督教 団が 成立 した 際 に ， 「教 団が ， 当時 の 状 況下 で の 『中華教

会 自立』の 道程で あ る と考 えて い た 」
77｝

と述べ て い る 。 こ の こ とか ら も、中国

人牧師た ちの 中 に は T 日本主 導に よ る教会 合同で あ っ て も， そ れが 自立 に つ な

が る ， とい う思惑が あ っ た こ とが 見て 取れ る 。

　そ して第二 は ， 戦 時期 の 中国教 会が 「自治， 白養 ， 自伝 」 とい う自立 面で ，

一
淀 の 成果 を挙げた点 で あ る 。 例えば 華北 中華基督教 団の 範囲内に あ っ た河

北大会の 代表者は ，戦後 の 報 告で 「私 達の 三 自の 方針　　自立 ， 自養， 自伝の

目標　　は、 こ の 〔抗 口戦争の 〕苦難 に よ っ て 再 び一段 階 の 前進 をす る こ とが

で きた の で す」
78♪

と述べ て い る 。 こ れ は， 自治． 自養 自伝 とい う自 立面が ，

占領下 に あ っ て も見 られた こ と を示 して い る 。

　第三 に ， 教会合同が な された戦 時期 に， 自治， 自養， 自伝 とい う白立化が 結

果的 に進展 した と確か に 壽え る の だが ， そ の こ とに よ っ て ， 日本 に よ る中国教

会合 同が 白立化 を 目標 と して い た ． とは結 論付 け られ な い 。 なぜ な らば
， 日本

側の 政 策と して は， 中国教会 を外国宮教団か ら切 り離 し， 自立 させ る こ とを通

して ， 大東＃1共栄 圏建設 に参与 させ る こ とを最終 目的 と して い た か らで あ る 。

つ ま り中 国教 会合 同 に お ける 自立 化 の 促進 は ， 中 国教 会 に と っ て は結 果的 に
一

定程 度達成 で きた事柄で あ っ て も， 日本 に と っ て は あ くまで 大東亜 共栄 圏建 設

の た め の 手段 で あ り， 目的で は なか っ た の で ある 。

　第二 節　教会保護の ため の教会合同であ っ たか

　次 に ，教会合同が 中国教会 を守 る ためで あ っ たか 否か ， とい う視 点で 考察 し

て み た い
。 中支宗教 大同聯 盟理 事長 と して の 阿部 義宗の 活動は 「中国の 教 会 を

守 る た め で あ っ た 」 とい う見方 が あ る
79］

。 実際 阿部の 働 きに そ の よ うな面が

あ っ た こ と は， リチ ャ
ー ド・ベ ー カ ー

に よ る調査 か ら見て 取 る こ とがで きる 。

ベ ー カ ー
は阿部に つ い て 次の よ うに 述べ て い る 。
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　合 同教 会 を形 成 させ る こ とが ， 阿部義 宗監督 の 中国で の 使命の
一

つ で あ

っ た 。

… … 白国の 陸軍 や 海軍 が 教会財産 を欲 っ した と きに ，彼 は 中国 の 教

会の た め に
， 益 を勝 ち取 る こ とが ほ とん どで きなか っ た。 しか し， 確か に

彼 は 中国の 教会 を擁 護 し よ うと して い た
8ω

。

　こ の こ とか ら， 成果 はあま りあげ られ な か っ た に せ よ， 阿部 が仲介的 な役割

を担 お うとい う意 図 を持 っ て い た こ とは確か で あ る と言 え よ う 。

　 しか し， 華北 中華基 督教 団主 理で あ っ た江 長川が ， 阿部 を含 め た 日本 人の 牧

師 た ち に 関 して 述 べ て い る こ とに む しろ 注 目 したい 、、

　中国 に い る すべ て の 日本 人 は， 送 り込 まれ て こ こ に 来 た 。 彼 ら の 来 華

は、 日本 の 国策の
一 部で あ っ た ，，

… … こ れ らの 円本人宣教 師た ちは ， 目本

の 国益 の た め に 来て い た 。 LI本 は中国 におい て侵略す る権利 があ る， とい

う彼 らの 基本 的 に誤 っ た前提 は 問わ れ なか っ た
Sl）

。

　江 長川 は
， 阿部な どの 凵本人牧 師た ちが 「基本的 に誤 っ た 前提」を問うこ と

を しな か っ た点 を鋭 く指摘 して い る 。 それ は
， 彼 らが どん なに 善意 を持 っ て 中

国で 活動 して い た と して も， 大東亜 共栄 圏建 設 とい う枠 組 み その もの 自体 を問

うこ と をせ ず， 目本の 国策に沿う形 で 活動 して い た とい う指摘 で もあ る 。 そ の

意味で ， 「中国教会 を守 る」 とい う阿 部等の 意 図 も， 江長川 の 目か ら見 る な ら

ば， 中国教会 を 日本 に従属 させ るた め の もの で あ っ た と言 えよ う。

結論

　戦 時期 中国に お ける教会合同 へ の 日本の 教 会の 関わ りと， そ の 諸問題 を こ こ

まで 考 察 して きた 。 目本 人牧 師た ちが ，教 会合 同 に よ っ て 中国 教会 を部分 的 に

守 り， 自立 化 を推 進 した と 言い 得 た と して も， 全 体 の 構 造 か ら見 た な らば そ

れ は大東亜 共栄圏建設 とい う目的の ため の 手段で あ っ た 。
つ ま り， 中国教会を
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維持 し， 中華基 督教 団 へ と合 同 させ ， 大東亜 各地 の 教 会 と連合 させ ， そ して

「大東亜 基督教 同 盟」や， 「大東亜 宗教大会」 に参加 させ ， 大東亜 共栄 圏建設

を宗教 的 な面で 支 える こ とが ， 中国教 会合 同の 目的で あ っ たの だ 。

　 また ， 中国教会 合 同 は ． 政 治的 ・経済的 の み な らず，宗教 的 に も天皇 と H 本

に 帰
一

す る 八 紘
一

宇 とい う臣民宗教 の 前提 を押 し付 ける構 造の 中に あ っ た 。 そ

の 意味で は、教会合 同は
， 中国教 会 を存続 させ た と して も， 結局 の と こ ろ

，
天

皇が 統 治する皇国 日本の 支 配権威の 拡大か ら守る働 きは な く， む しろ 八 紘
一

宇

的 臣民宗教 に中国教会 を取 り込 んで い く働 きをな して い た と言 えよ う。

　 今後， 「忘 れ去 られ た空 白の 歴 史」の 更 なる 掘 り起 こ しが な されなけれ ば な

らない
。 そ して 我 々 は歴 史を鑑 と し， 八 紘

一
宇的な神の 家族で は な く，真 の 神

の 家族 と して ， 日本 の 教 会 とア ジ ア 諸 国の 教会 の 関係構築 を模 索 して い くべ き

で は な い だろ うか 。 　　　　　　　　　　　　　　 （まつ た に ・よ うす け）
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N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

大東亜共栄圏建設と占領下 の中国教会合同　　 161

　 頁 。

8） 『日本基督教年鑑』1918年 一1937年 （日本基 督教 聯盟 年鑑部） まで を参照 。

9 ）満州伝道会に 関 して は ，韓皙曦 『日本の 満州支配 と満州伝道会』 を参照 。

10）韓皙曦，前掲注 （7）書　4 頁 。

11）1940年 3 月 に 南京 国民 政 府成立 す る と
， 北京 の 臨時 政 府 は 「華 北 政 務 委 員

　 会． に改称 され た 。

12）村上 治 ： 1890年生 。 東 京神学社 卒業 。 オ ウバ ン 神 学校 ， エ ジ ン バ ラ大 学 に 留

　 学 。 1938 年 よ り北京 日本 基督 教会 （後 に東華 教会♪。 日本基督教 団華北布教 区長

　 や 華北 中華基 督教 団顧 問 （特 約 委員） を務 め る 。 戦後， 日本基督 教 団八 幡鉄 町

　教 会を牧会 。 1984年死去 。

13） 中村 r 郎 ：1899 年 生 。 同志 社 大学 卒業後 t 朝 鮮 の 組合教 会 平壌 H 本人教 会，

　 神 戸教 会の 伝道 師 を経 て ， シ カ ゴ に留 学 。 1938年 よ り天 津組合教会 を設立 。 華

　 北 中華基督教 団天津分会 の 顧問 を務 め る 。 1974 年死 去 。

14）池 田鮮 ：19．　12 年生 。 関西学 院神学 部予科 ，青 山学 院神学 部本科で 学 ぶ 、 1938

　 年 よ り北京 の 崇 貞学 園や 北 京 口本 入 YMCA で 活 動 また 1943 年 よ り上 海 口本

　 人 YMCA で 活動 。 現在，東京都清瀬市在住 。

15）織 田金雄 ：1901 年 生 。 日本 自由 メ ソ ジ ス 1・神学 校 を卒業，米 国留学 後， 同神

　 学 校で 教鞭 を と る ． 1939 年 よ り北京 にて 活 動 。 帰 国後 目本 自由メ ソ ジス ト教

　 団総理 を務 め る 。 1965年死 去 。

16） 人森 三 郎 ： 1914年生 。 立教 大学卒業の 後， 目本神学校で 学ぶ 。 1940年 よ り東

　 亜 伝道 会派遣 と して 中 国 の 華北 で 中 国人 伝道 に従事，後に 華北神学院教授 とな

　 る 。 戦 後， 岡 山県に御津 キ リス ト教 会 （単立） を設立 。 1956年， 日本海外宣教

　 会 を創 設， 中国 に対 す る 「謝 罪，宣教 ．親善」の 3S 運動 を展開 した 。 1980年

　 死 去 。

17）東亜 伝 道 会 の 教 勢
・
覧は ， 日本基督教団宣教研究所教 団史料編纂室編 『日本

　 基 督教 団史資料』第二 巻 ，199頁以下 を参照 。

18）　 1福 音新報ユ1940年 11月 21 日 。

19）古屋孫次郎 ：1880年生 。 1905年か ら シ カ ゴ 神学校で 学び ，卒業後ロ サ ン ゼ ル

　 ス H 本人組合教会牧師とな る 。 1919年に ヒ海 に渡 り， 中 日組含教 会を設 立 。 ヒ

　 海 YMCA 理 事や 中支宗教大同聯 閉理 事，東亜 伝道会中支代 表理 事．　 H 本基督教

　 団華中布教 区長な どを務め る 。 1958年死去 。

20）黒 田四 郎 ：1896年生 。 日本中央神学校卒業後， 日本基督教会二 官教会 （後に

　 灘教 会 と改称） と岐 皐教会で伝道 。 賀川 豊彦の 神の 国運 動 に参加 、 1939年． 中

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

162

　 国 に渡 り南京で 日本人伝道 に従事 。 南京 日華基督教聯盟の 琿 事長や ，南京中 華

　 基督教 団の 顧 問 も務 め る 。 戦後， 日本基 督教団東駒形 教会 で 牧会 。 1989年死

　 去 。

21）末包敏夫 ：1898年牛， 同志社大学経済学部卒業後，神戸 YMCA 主事と な る 。

　 京都 YMCA 総卞事を経て ， 1939 年 よ り南京 日本入 YMCA の 建設に 携わ る 。 中

　 華 YMCA の 顧 問 を も務 め る 。 戦 後横 浜 YMCA 総主 事，衣 笠病 院理事長 ，横 浜

　 共立学園理事長 を務め ， 1975 年に勲四等 を受賞 。 1991 年死去 。

22）安村 三 郎 ：1891年 牛 。 青 山学 院高等科 卒 業後， ア メ リカ留学 後 に 関東学 院教

　 師 と な る 。 日本バ プ テ ス ト教会 牧 師 と して 牧 会 。 ／939年 口本 YMCA 同盟 主 事

　 と して 南京に 派 遣 され ， 南京 日本 入 YMCA を設立 。 太平洋戦争 が 始 まる と，南

　 方戦 線 に派遣 され 宣撫工 作 に 関わ る。戦 後関朿学院や 日本 キ リス ト教 協議会で

　 働 く。 1970年死去 。

23）各地 の YMCA 歴 代主事は，海老沢 義道 『斉藤惣
一

と YMCA 』 142頁 を参照 。

24）章 開況編 『こ の 事実 を  　　 「南京」 難民 に 仕 えた 宣教 師証 言集』 （加藤実

　 訳，南京大学 出版社 ，2005年）， 720 頁 。

25）海老沢義道，前掲注 （23）書　148 頁 。

26）陸軍 省軍 務課 「陸支密 受 第 二 九 九 六 　在支 米加 官 教 師指 導 ノ 件 」 （陸 軍省，

　 1939年 10月）。

27）Merwin ，　Wallace，　Adventure　in　z〃 吻
一7

「
he　Church　Of　ChrvJst　1］7z　China，　Michigan，

　 Eerdmans，1974，　p．115．
　 　 さ い け ダ しよう

28）崔 憲祥 （英 語 名 H ，H ．　Tsui）： 1895 年生 。 ア メ リ カ で 博士 号 習 得 後， 山東 省

　 済 南に あ る斉魯 神 学 院教授 を務 め る ， 中華 基督教 会全 国総 会総幹事や 中華基 督

　 教協進会副会長を務 め． また 中国基督教 三 自愛国運動委員会第
一・

回 副主席 とな

　 る 。 1978年死去 。

29）Brook，　TimQthy，
“
Christiとmity 　Under　the 」apanese 　Occupation

”
，Bays，　Danie！

　 ed ．，　 C 加 ガsオゴα加 砂 in　China： From 　 the　Eighteenth　Centz｛ry 　 to　 the　Present，

　 California，　Stanford　University　Press，1996，　p．336，

30）『中華基督教 会全國總會　第十届理 監事擴 大會議記 録』，70頁 。

31）本庄 比佐 lz・， 他編 『興亜 院 と戦時 中国調査』 （岩波書店，2002年），7 頁 。

32）霍培修 「淪陥時期 的華北基 督教 団」 （中 国 人民 政治協 商会議 天 津市 委員 会文 史

　 資料 研究委員 会編， 『天津 文 史資料 選輯』 第二 十
一

輯 　中国人民政治協 商会議天

　津市委員会文史資料研 究委員会，1982年）， 166頁 。

33♪ 華北 中華 基督教 団編 『華北 中華基 督教 団成 立週年 記念』 華北 中華基督教 団，5

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

大東亜共栄圏建設と占領下の 中国教会合同　　 163

　 頁 。

34）前掲書　4 頁。

35） 『福音新報』 昭和 17年 9 月 24 日。

36）江長川 ： 1884 年生 。 ヒ海景林 堂 と蘇 州聖約翰 堂 を歴任 後 1 中華衛理公 会 の 華

　 北 方面 の 監 督。 後 に 三 自愛 国運動委 員会副 キ席 を務 め る 。 1959 年死 去 。

　 　 けい オ，くぞ う

37）那 福増 「王 明 道與華北 基 督教 団」 （『建 道 学刊 17』建 道 神学 院 2002 年， 19

　頁 。 こ の 式典 に は， 凵本基督 教 団伝道局 の 金井 為
一

郎， 日本基督 教聯合 会総 幹

　事の 都 田恒太 郎が 列 席 して い る （『日本基督教新 報』昭和 17 年 IO 月 22 日）。

38） 王 明 道 『生 命 の 冠 　　中 国 ・キ リス ト教 会 指 導 者 の 闘 い 』 （暁 書 房，1987

　年），215 頁 。 また ，王 明道
「

王 明道 口記 選緝』 （霊 石 出版社 ，香 港， 1997 年）、

　 263 頁 。 ワ ン ・ミ ン タオ と い う中 国語 の 呼 び 名で も知 られ る 。 1900年生 。 北 京

　 で 独 立 教会 を建 て 伝 道 を続 け，30年 近 く 『霊 食』 とい う冊 子を発行 し続けた 。

　 戦 時期 に は華北 中華 基督教 団に加 わ らず，戦 後 に も三 自愛国運 動 へ の 参加 を拒

　 絶 　 し続 けた 。 1956 年 よ り20年 以上投獄 され ，1979年 に釈放，1991年死 去 。

　 彼 の 神 学 思想 に つ い て は， 呉利 明 『基督教與 中国社会変遷』 （基 督教文芸 出版

　 社 ，香 港， 1981 年） を参照 の こ と 。

39）霍培修，前 掲注 （32）書　166頁 。

40）前掲 書　177 −179 頁 。

41）前掲 書　165 頁 。

42）本庄 比佐子，他編 ，前掲注 C31）　234頁 。

43） 中 支 宗 教 大 同聯 盟 編 『中支 宗 教 大 同 聯 盟 年鑑 』 （中 支宗教大 同聯 盟 1942

　 年），1− 2 頁 。

44）前掲 書　1− 82頁の 各項 参照 。

45）1中支宗教大同聯盟 総 務局業務報告 基督教部」（1940年 2 月）。

46） 中支 宗教大同聯盟，前掲注 （44）書　80頁。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み ゆう しゆ うせ い

47）中華協進 会総 幹事で あ っ た 繆 秋 笙 （英語名 Chester　Miao ） も後に 副会長を

　 務 め て い る 。 「華中 日華基 督教聯盟役員名簿」 （1942年， 同志 社大学所蔵小 崎道

　 雄 史料 ）。

・18）中支 宗教大同聯盟，前掲注 （46） 4頁 。

49） 「基 督教新聞』昭 和 14年 4 月 10 日 。

50） 『日本基督教新報』昭和 18年 1 月 1 日。

51）前掲書　昭和 18 年 2 月 25 日。

52）「基督教新聞』昭和 18 年 3 月 28 凵、，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

164

53）前 掲書 。

54）「中支 に於 け る小 崎 ・松 山両氏 の 活躍 」 （1944 年 9 月， 同志 社大 学所 蔵小 崎 道

　 雄史料 ）。

55） 「大 陸旅 行 報告 （第 五 次）」（1944 年 IO 月 14 口， 同志社 大 学所 蔵小崎 道雄 史

　料）。

56）「第
．．・

回 大陸布教 区長会 議 議事録」 （1944年 7月 4 日
一7 円，同志社 大学所蔵

　 小崎 道雄 史料）。

57） 前掲書 。

58）原 誠 「国家 を超 え られ な か っ た教 会」1 （目本基 督教 団 出版局，2005年），282

　 頁。 『某督教新聞』昭和 18年 8 月 22 日 。

59）1944年 12月に 出版 さ れ た 海老 沢亮の 『大東亜 宗教教化 の 責za；1 に は， 「差 当

　 り目満華代表者協議会 を開催 し，次 で 大東亜基督教大会 を企 画 し； 各民族 の 基

　 督教 団 を もっ て 大東亜 基督教同 盟の 組織 を進 め， 共栄圏の 確立 に貢献す よ う務

　 め ん と して い る」 と記 され て お り， 東亜 局 企画 と して の 「大 東亜基督 教指導 者

　 会議開催」が 挙げ られ て い る 。 こ の こ とか ら も，1945年 5 月に計画さ れ て い た

　 日満華基督教代表者会議は ，大東亜 基督教同 盟結成の 準備段階 と位潰付け られ

　 よ う （海老 沢 亮 『大東亜 宗教 教化 の 責務』 目本 基 督教 団出版局 ，1944年，38

　 頁）。

6（1） 『基督教新聞』昭和 15 年 6 月 28 日。

61）前掲書　昭和 16年 6 月 13 凵。

62）前掲書　昭和 16 年 6 月 16 日。

63）小 崎道雄 「目華精神提携 と 日本 基督教 団の 使命⊥　『基 督教 研 究』 第 121 号T

　　（基 督教研 究会 ，1944年）．134頁

64） 『某督教新聞』　 昭和 18年 7 月 1 日 。

65）前掲書　昭和 18年 6 月 25 目。

66） 前掲書　昭和 18年 ll 月 19 日u

67）「議案第E 号及 第七 号特別委員会答申案 」 （同志社大学所蔵小崎 道雄 史料 ）。

68）村 E重良 『国家神道』 （岩波書 店 ，
1970 年），

208 頁 。

69）ジ ョ ン ・ダ ワ
ー 「容赦 な き戦争』 （平凡社 ，2001 年），467 頁 。

70）ル ース ・ベ ネデ ィ ク ト 『菊 と刀．rl（社会思 想社 ， 1967 年），53 頁 。

71） ジ ョ ン ・ダ ワ
ー

，前掲注 （194）書 440 頁 。

72）海老沢亮 『興亜 の 使命 と基 督教』 （日本基 督教聯盟，1939年），
10− 11頁 。

73）前掲書　12頁 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

大東亜共栄圏建設 と占領下の 中国教会合同　　 165

74）海老沢亮 『大東亜 建設 と日本基督教』 （教文館 ， 1942 年）， 131 頁 。

75）ReynoLds，　E．　Frank ．℃ ivic　re 】igion　in　Thailand．
｝’
．fourna！ofAsia77 　Stztdies　36，

　No2 ，（Association　for　Asian　Studies，1977）　1） pp281 −282．

76）「議案第三 号及第 七号特別委員会答申案 」 （同志社大学所蔵小崎道雄 史料 ）。

77）霍培修 前掲 注 （39）　169 頁 。

78） 『中華基督教 会全 國總會　第十 届理監事擴大會議記録』，53頁 。

79）阿部義
一

『阿部義宗　　そ の 生 涯 と追憶』 （非 売品， 1981 年）44，47頁 。

80）Baker，　Richard，　Darkness　Of　the　Sun − The ∫to　r），　of 　Chris　tianityガπ the　．f（mpanese

　EmPoire，　New 　York，　Abington −Cokesbury　press．，194Z　op．cit．，　p212 ．

81）　fbidl，　p．209．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


